
　

　

平
成
十
五
年
の
新
春
を
迎
え
た

一
月
一
日
、
全
国
で
も
一
つ
し
か

な
い
縁
起
の
良
い
名
前
で
知
ら
れ

る
「
金
持
神
社
」
の 
初  
詣 
に
、
県

は
つ 
も
う
で

内
外
か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
、
に

ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

元
旦
恒
例
の
金
持
青
年
会
に
よ

る
「 
獅 
子
舞
い
」
を
一
目
見
よ
う

し

と
境
内
は
、
参
拝
客
で
い
っ
ぱ
い

に
。
獅
子
舞
い
が
登
場
す
る
と
真

剣
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

獅
子
舞
い
は
、
境
内
で
奉
納
の

舞
を
終
え
る
と
、
無
病
息
災
を
祈

願
し
て
同
地
区
の
全
戸
を
回
り
ま

し
た
。

　

参
拝
に
訪
れ
た
姫
路
市
の
高
井

章
さ
ん
は
「
縁
起
を
担
い
で
、
四

年
前
か
ら
毎
年
来
て
い
ま
す
。
今

年
は
、
健
康
で
明
る
い
年
に
し
た

い
で
す
。
伝
統
の
獅
子
舞
い
を
見

に
来
年
も
来
ま
す
」
と
新
年
の
抱

負
を
話
し
て
い
ま
し
た
。
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～
十
二
月
中
届
出
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

 
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
（
保
護
者
）　
（
性
別
）（
住
所
）

川
上
慶
子　

敦
史
・
智
子　

女
の
子　

本
郷

西
村
綺
音　

貴
志
・
亜
紀
子　

女
の
子　

安
原

お
く
や
み

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
（
年
齢
）　
（
住
所
）

大
西
千
枝
子　

八
二
歳　

黒
坂

靑
木　

伸
二　

六
九
歳　

根
雨

山
田
美
代
子　

七
二
歳　

貝
原

編
集
後
記

　　わたしの町
　 （12 月末日現在）

人口　４,506 人（前月比± 0）

男性　2,130 人（－ 3）

女性　2,376 人（＋ 3）

世帯数　1,581 戸（＋ 5）

オ
シ
ド
リ
ニ
ュ
ー
ス

      
～
一
万
人
を
目
指
し
て
～

　

昨
年
と
比
べ
る
と
オ
シ
ド
リ
の

行
動
範
囲
が
広
が
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
ま
す
。
安
全
地
帯
を
見
つ
け

て
は
移
動
し
て
い
ま
す
。
日
野
川

は
母
な
る
川
、
野
鳥
の
楽
園
と
し

て
大
事
に
し
た
い
で
す
ね
。
と
こ

ろ
で
、
一
月
一
日
、
観
察
者
五
千

人
目
の
方
に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま

し
た
。
今
シ
ー
ズ
ン
は
一
万
人
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
オ
シ
ド
リ
観

察
に
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

連
絡
先 
オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ

事
務
局 
森
田
（
七
二
‐
○
二
七
一
）

名和町のおしどり夫婦
太田さん、めでたく 5,000 人目

みんなそろってグッドモーニング
撮影　浦部二郎さん（江府町）

　
　
　
　
　

▼
空
手
寒
げ
い
こ
の
取

材
で
、
写
真
を
撮
ろ
う
と
川
の
中
へ

「
冷
た
い
よ
り
痛
い
、
指
が
震
え
て

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
」
身
を
切
る
冷
た
さ

で
足
は
真
っ
赤
に
。
空
手
の
皆
さ
ん

は
平
然
。
何
事
も
日
々
の
鍛
錬
が
大

切
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。 　
　
   
ゆ

神社でおはらいを受けた後、笛と太鼓に合わせて舞う金持青年会による ｢獅子舞い ｣

　
　

県
内
外
か
ら
多
く
の
参
拝
客
が
訪
れ
る
「
金
持
神
社
」

「良い年に」無病息災を祈願

し


